
大
和
執
行
副
委
員
長
の

開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

議
長
団
に
は
近
畿
の
山
口

委
員
を
選
出
し
議
事
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

植
田
執

行
委
員
長

の
挨
拶
が

あ
り
、
国

労
本
部
か
ら
佐
藤
執
行
副

委
員
長
が

挨
拶
を
行

な
い
ま
し

た
。協

約
・
協
定
の
締
結
承

認
を
河
野
業
務
部
長
が
行

な
い
、
当
面

す
る
運
動
方

針
案
を
大
北

書
記
長
が
提

案
し
ま
し
た
。

７
名
の
委
員
か
ら
発
言

が
あ
り
、
河
野
業
務
部
長
、

伊
野
組
織
部
長
が
答
弁
を

行
な
い
、
大
北
書
記
長
の

集
約
を
受
け
て
方
針
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会

宣
言
案
を
波
見
執
行
委
員

が
読
み
上
げ
て
提
案
し
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
山
口
議

長
の
退
任
あ
い
さ
つ
を
受

け
、
大
和
執
行
副
委
員
長

が
閉
会
挨
拶
を
行
な
い
、

最
後
は
会
場
で
撮
影
お
よ

び
３
月
に
行
わ
れ
る
決
起

集
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
撮
影

を
行
な
い
ま
し
た
。

（１） ２０２６年 ３ 月 １ 日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町２－２ 国労大阪会館内 ０６－６３５８－１１９０ NO.４０１

発行責任者 植田 重信

編集責任者 大北 真也

国労西日本ＨＰ

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
を
利
用
中

組
合
員
の
皆
さ
ん
登
録
し
よ
う

登
録
は
西
日
本
本
部
ま
た
は
地
方
本
部
へ

国労西日本本部

技
術
継
承
の
向
上
の
為

再
雇
用
者
に
対
す
る
改
善
を
！

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
を
求
め
共
に
奮
闘
し
よ
う
！

２
０
２
６
年
２
月
７
日
（
土
）
国
労
大
阪
会
館
に
お
い
て
第

46
回
拡
大
西
日
本
本
部
委
員
会
を
リ
モ
ー
ト
併
用
し
な
が
ら
開

催
し
、
あ
ら
ゆ
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
闘
う
方
針
を
確
立

し
ま
し
た
。

議

長

に

山

口

委

員

を

選

出

！

政治について
１０月の臨時国会で自民党高市総裁が首相に

選出され自・維連立政権が発足した。合意書で
は、医療費の削減をはじめ社会保障改悪、大軍
拡の前倒し、議員定数の削減、スパイ防止法な
ど悪政を目論む危険な内容であった。物価高騰
に苦慮している国民生活を守るため、消費税の
減税と賃上げ、政治とカネの裏金問題、企業・
団体献金の禁止、原発再稼働の中止、誰もが健
康で安心して暮らせる社会を望んでいる。台湾
有事の発言は、日本が攻撃されていないにも関
わらず、安保法制によって自衛隊が米軍支援、
アメリカとともに「戦争する国」へと推し進め
る危険性を増したものである。明日は物価高に
あえぐ国民の暮らしと平和など日本の未来がか
かった選挙である。反動政治への審判を示そう。

組織強化・拡大について
全機関の取り組み状況・到達点を共有しなが

ら課題を確認し、組織拡大・強化に全力を上げ、
到達目標である各地方本部１名以上の組織拡大
をやりきるため、動きを止めず大きな流れを築
きあげようと意志統一を行なってきた。
１９４６年２月２７日石川県片山津において

産声を上げ、闘いの歴史を刻み８０年の節目を
迎える。国労は、戦後の混乱期の定員法１０万
人首切り反対闘争、マル生反対闘争、スト権奪
還闘争、国鉄分割・民営化とＪＲ会社の発足、
「１０４７名のＪＲ不採用問題」の解決など労
働運動を歩み、人としての生き方、誇りを胸に
団結して闘ってきた。困難な闘いをも乗り越え
今日を迎えれるのも国労の先人・先輩方と全て
の組合員の苦闘はもとより、仲間を信じ・大切
にし、仲間を守ってきたことが歴史である。国

労運動の果たす道へと歩みを次世代の仲間と共
に進めていく。

安全・安心の鉄道輸送の確保について
駅の業務体制にみられる窓口閉鎖・営業時間

の縮小、駆け付け対応駅をはじめ、各系統にお
いて業務の見直し、機械化・システム化など
「合理化・効率化」施策がより一層加速してい
る。要員削減、労働環境・技術継承の課題など、
抜本的な改善を求めていかなくてはならない。
安全・安心の鉄道輸送の確保、労働条件の改善
と健康で安心して働き続けられる職場づくりを
はじめ闘いを進めることが益々重要である。Ｊ
Ｒ各社で重大事故が多発し労働者・利用者の生
命を脅かす事象が相次いでいる。事故の教訓・
反省から日々業務を通じて振り返ることが大切
である。安全に必要な要員の確保、労働条件の
改善、職場環境の改善、技術継承の課題など抜
本的な改善を求めなくてはならない。

地方公共交通について
ＪＲ会社が発足し３９年が経過しようとして

いるが、分割・民営化で引き継いだＪＲがその
使命や役割、極めて重要な社会インフラを担っ
ていることは変わるものではない。芸備線につ
いて会合が行なわれているが、関係地方自治体
をはじめ地域住民・利用者の意見や声を聞き入
れ、公共交通機関としての役割と鉄道の安全を
守るため労働組合として取り組んでいく。

２６春闘について
物価高騰分を上回る大幅賃上げを勝ち取らな

ければならない。実質賃金が上がらず労働者の
生活は厳しさが続いている。大企業は内部留保
を溜め続け毎年過去最高を更新している。還元
させるように職場・地域から声を上げ勝ち取る
よう取り組んでいく。



春
闘
・
政
治
関
連

25
年
春
闘
は
改
善
が
あ
っ
た

が
多
く
の
労
働
者
か
ら
不
満
の

声
が
出
て
い
る
。
第
３
四
半
期

決
算
で
は
売
上
高
は
過
去
最
高

と
な
っ
て
い
る
。
要
求
は
十
分

勝
ち
取
れ
る
も
の
で
あ
り
分
会

と
し
て
全
力
で
取
り
組
む
。

再
雇
用
社
員
の
低
す
ぎ
る
精

励
手
当
の
改
善
を
。

護
憲
政
党
の
躍
進
に
全
力
を

あ
げ
る
。

Ｊ
Ｒ
本
体
が
委
託
金
を
上
げ

な
い
の
で
関
連
で
は
厳
し
い
。

他
労
組
が
妥
結
し
て
い
る
か
ら

と
妥
結
を
求
め
ら
れ
た
。
現
場

の
声
を
訴
え
て
い
く
。

貨
物
会
社
や
関
連
会
社
は
超

低
額
回
答
を
行
な
っ
た
。
責
任

を
社
員
に
押
し
つ
け
る
姿
勢
で

あ
る
。
労
苦
に
応
え
さ
せ
る
よ

う
に
奮
闘
す
る
。

生
活
を
振
り
返
る
と
賃
金
が

上
が
っ
た
実
感
が
な
い
。
生
活

の
努
力
を
し
て
い
る
。
し
っ
か

り
と
し
た
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

春
闘
勝
利
を
め
ざ
し
て
努
力

し
て
い
く
。

安
全
・
ロ
ー
カ
ル
線
等
関
連

安
全
問
題
と
合
わ
せ
て
ロ
ー

カ
ル
線
問
題
に
つ
い
て
も
宣
伝

行
動
を
し
て
き
た
。

芸
備
線
を
乗
る
取
り
組
み
を

行
な
う
。

技
術
継
承
が
で
き
て
い
な
い
。

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
採
用
の
在

り
方
に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
。

出
向
先
の
適
用
を
求
め
る
。

信
越
線
南
長
岡
駅
で
貨
車
か

ら
転
落
し
両
足
切
断
の
事
象
が

あ
っ
た
。
入
替
作
業
で
列
車
が

追
突
す
る
な
ど
全
国
で
不
安
全

事
象
が
相
次
い
で
い
る
。
個
人

追
及
で
無
く
何
が
背
景
に
あ
っ

た
の
か
追
及
し
て
い
く
。

新
人
事
賃
金
制
度
の
評
価
制

度
に
問
題
が
あ
る
。

木
次
線
を
守
る
行
動
を
取
り

組
ん
で
き
た
。

伯
備
線
追
悼
行
動
を
行
な
っ

た
。
な
ぜ
事
故
が
防
げ
な
か
っ

た
の
か
常
に
問
題
意
識
を
も
っ

て
運
動
を
継
続
し
て
い
く
。

ワ
ン
マ
ン
運
転
が
拡
大
さ
れ

過
酷
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

乗
務
員
に
対
し
て
業
務
の
負

担
が
増
え
て
い
る
。

効
率
化
施
策
が
ど
ん
ど

ん
導
入
さ
れ
て
い
く
。
無

責
任
な
効
率
化
施
策
に
断

固
反
対
し
安
全
な
職
場
を

作
る
。

乗
務
員
勤
務
制
度
の
議

事
録
確
認
に
つ
い
て
何
を

整
理
し
何
を
も
っ
て
闘
い

を
指
導
し
て
い
く
の
か
。

Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
い
う
が
要
員

不
足
で
あ
り
対
応
が
で
き

る
の
か
不
安
で
あ
る
。

組
織
拡
大
・
強
化
関
連

組
織
拡
大
が
あ
っ
た
。

加
入
を
呼
び
か
け
た
結
果

で
あ
る
。
引
き
続
き
奮
闘

す
る
。

声
掛
け
を
行
な
っ
て
い

る
が
結
果
が
出
て
い
な
い
。

国
労
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

拡
大
行
動
を
強
化
し
て

い
く
。

全
て
の
行
動
を
組
織
拡

大
行
動
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

組
織
対
策
会
議
を
開
催

し
共
有
し
て
き
た
。
ツ
ナ

グ
や
掲
示
板
を
活
用
し
て

い
く
。

シ
ニ
ア

社
員
と
し

て
最
後
ま

で
頑
張
る
。

バ
ス
か

ら
経
験
交

流
集
会
に

参
加
さ
せ

ら
れ
る
よ

う
に
全
力

を
あ
げ
る
。

（２） ２０２６年 ３ 月 １ 日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町２－２ 国労大阪会館内 ０６－６３５８－１１９０ NO.４０１

委員会の前段に会館労働講座
「人口減・過疎化の中で鉄路を守
る」と題して、環境経済研究所の
上岡 直見代表から講演を受けまし
た。
分割民営の総括、鉄道の社会的

役割、ＪＲの経営構造、採算性と
鉄道の将来像など、問題点やこれ
からの課題等交えながらわかりや
すく教わりました。」

政治課題について
衆議院選挙が明日開票で行なわれる。

国民主役の政治へ変えることが重要であ
り最後まで闘う決意である。大阪では維
新の暴走により知事選、市長選が行なわ
れているが３度目はないと言った本人が
また言い出し選挙へうってでた。嘘で私
物化する政治を変えるためには革新政党
の躍進しかない。国民主役の政治へ変え
るため奮闘しよう。

地方公共交通について
ローカル線について、地方で行なわれ

ている取り組みを連携して全国に広げて
いく。利用者の生活の足でありしっかり
と守る姿勢を示し、国労だからできるこ
とをしっかりと行なっていく。赤字だか
らという理由で切り捨てるのではなく、
利用者の思いを訴えるとともに、利用者
や地域住民を巻き込んだ運動を展開して
いただきたい。

組織拡大・強化について
組織拡大・強化について、近畿地方本

部で拡大が行なわれた。労働組合の組織
運動の成果である。引き続き組織運動の
展開と労働条件の改善、職場環境の改善
などに関連なども含め一体となって取り
組まなくてはならない。ツナグアプリへ
の登録も増やしながら時代にあった運動
を広げ、利用できるものは利用していき
たいと思う。諦めずやれることはやり、
労働運動の先頭にたち、世の中を変え、
平和な世界、誰もが安心出来る社会へと
変えていこう。各地方で拡大が出来るよ
うに大会までもう一度繋がりのある方に
あたっていただきたい。全ての運動に職
場で働くすべての仲間を絡め国労運動を

見せていくことをしていただきたい、加
入の訴えをしていただきたい、そしてそ
の結果をしっかりと西日本へ報告してい
ただきたい。

安全問題について
福知山線事故、伯備線触車事故から2

0年が経過した。研修センターに福知山
線事故の保存施設が出来たがまずは学ん
でいただきたい。研修に対する問題点が
あれば言っていただきたい。現場では事
故前に戻ったという声をよく耳にする。
心理的安全性や真の安全・安心はどこに
あるのかをしっかりと追及し改善させて
いく。地方の交渉においても不誠実な交
渉が行なわれており、しのぐ交渉になっ
ている。大企業がそれでいいのか、命令
と服従の姿勢や隠ぺい体質も変わらない
姿勢を正さなくてはならない。議事録確
認について、労働組合としての立場で述
べると協約と協定の違いがあること、そ
の中で協定は過半数の組合員がいる労働
組合が結べば全労働者に適用される中で、
初めて国労の意見を入れた協定の議事録
確認を結ばせたことは大きな成果である。
会社が間違っていないとしていたが交渉
の中で態度を改め、議事録確認すること
になったその背景には地方の交渉委員の
奮闘のおかげであり感謝する。当時の交
渉経過を会社として認識していなかった
落ち度を認めた中で整理をした。また、
組合側としてもこの当時の交渉内容を武
器とせず様々なことを認めてきていたこ
とは闘いの不備であった。今直ぐ当時の
ところまで戻せとはならないので一定の
整理をした。過度な負担という点で疑義
は生じるが、乗務員に負担を与えること
は安全が低下することであり、過度な負
担として今後も確認しながら当時の交渉
内容に少しずつでも戻すように闘ってい
く決意である。現場で奮闘する組合員の
思いは、成果よりも労働条件が悪化して

いくではないかとの思いであると思う。
未来を見据えると労働人口は減少し、もっ
と一人の業務負担が増える中で制限をか
けその他業務のあり方を認識させてきた。
職種や地方によっても様々な意見もあり
これがベストとは思っていない。労働者
の権利を守る為、一人に対する業務負担
が増えていく中でもあらゆる場面で安全
や安心を求めて訴えていく決意である。
交渉経過を整理しても守らない姿勢が見
受けられる。どこに問題があるのか、本
社が嘘をついているのか、地方が嘘をつ
いているのか、本社から命令と服従でや
らせているのか、ハラスメントの観点か
らも地方本部と連携してしっかりと追及
していく。国労は安全を低下させない、
サービスを低下させない為、利用者も巻
き込んだ運動を展開し奮闘してきた。数
は力と言われる中でも、おかしいことは
おかしいと主張し、利益主義の会社へ抵
抗していく。

２６春闘について
２６春闘は様々な意見が出されたが、

ストライキを背景にと方針にも記載した。
具体的な運動として国労の統一重点要求
はもちろんのこと、特に再雇用者のおか
れている状況の改善を求めて奮闘する。
精励手当や精勤手当の改善を勝ち取ろう
ではありませんか。社員同様な率にする
ように奮闘し、率が無理でも長年変わら
ない金額を改善させようではありません
か。その為にも組合員一人一人の思いが
大事である。困っていることを諦めずに
職場から闘おうではありませんか。西日
本だけじゃなく貨物含めグループや関連
の賃金も上げる為に客貨及びグループや
関連一体となって奮闘していく決意であ
る。西日本としての決意を述べたが、最
後まであきらめず奮闘する決意と、そし
て楽しく元気に運動していこうという思
いものせ集約とする！

委

員

の

主

な

発

言


